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４
）
で
、
十
世
道
鑑
と
共
著
で
発
表
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
こ
の
研

究
成
果
の
概
要
と
こ
の
文
献
の
歴
史
学
的
意
義
を
「
そ
の
三
」
と
し

て
、
説
明
さ
せ
て
戴
い
た
。
三
世
道
竿
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
十

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
の
祖
三
世

清
水
道
竿
の
業
績
（
そ
の
三
）

　

道
竿
著
『
道
竿
拾
躰
』
の
解
読
研
究

　

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
（
当
流
）
三
世
清
水
道
竿
（
さ
お
ど

う
か
ん
・
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
―
一
六
六
二
～
一
七
三
七
）
の
業

績
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
筆
者
の
母
で
当
流
宗
家
十
世
大
泉
道
鑑
（
明

治
四
二
年
～
平
成
二
二
年
―
一
九
〇
九
～
二
〇
一
〇
）
に
よ
り
、「
そ

の
一
」
と
し
て
「
道
竿
の
経
歴
と
人
脈
」
が
『
関
』
第
二
十
号
に
投

稿
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
筆
者
は
「
そ
の
二
」
と
し
て
「
道
竿

の
作
庭
と
伝
わ
る
庭
園
」
を
『
関
』
第
二
十
七
号
に
投
稿
し
、
そ
れ

が
昨
年
掲
載
さ
れ
た
。
最
近
、
筆
者
は
当
流
だ
け
で
は
な
く
茶
道
界

全
体
に
と
っ
て
も
重
要
な
文
献
で
あ
る
三
世
道
竿
著
『
道
竿
拾
躰
』

（
写
真
１
及
び
２
）
の
解
読
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
茶
の
湯
文

化
学
会
の
学
術
誌
『
茶
の
湯
文
化
学
』
（
二
十
八
号
、
写
真
３
及
び

　　　　　写真 1　三世清水道竿著『道竿拾躰』の表紙（右）と一丁表（左）
　　　　　　　　　（東北大学中央図書館蔵）

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

大
　
泉
　
道
　
鑑
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写真 4　『茶の湯文化学』（28号）「道竿拾躰」のー頁の解題の一部

高
弟
で
あ
る
当
流
二
世
清
水
動
閑
（
慶
長
一
九
年
～
元
禄
四
年
―

一
六
一
四
～
一
六
九
一
）
の
没
後
、
そ
の
後
継
者
に
は
仙
台
藩
四
代

藩
主
伊
達
綱
村
公
（
写
真
５　

万
治
二
年
～
享
保
四
年
―
一
六
五
九

～
一
七
一
九
）
は
二
世
動
閑
の
実
子
（
快
閑
）
で
は
な
く
、
一
門
の

世
大
泉
道
鑑
著
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』

及
び
『
関
』
（
第
二
十
号
及
び
二
十
七
号
）
に
、
す
で
に
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ご
く
簡
潔
に
述
べ
る
。
石
州
流
の
流
祖
片

桐
石
州
（
慶
長
一
〇
年
～
延
宝
元
年
―
一
六
〇
五
～
一
六
七
三
）
の 写真 2　『道竿拾躰』の第一頁写真 3　『茶の湯文化学』（28号）の表紙
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條
付
仙
台
藩
茶
道
』
等
の
歴
史
書
・
文
献
を
通
覧
し
て
も
綱
村
公
は
、

終
生
茶
湯
を
心
か
ら
愛
し
、
そ
の
奥
義
を
極
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
が
、
三
世
道
竿
の
茶
湯
に
お
け
る
才
能
が
い
か
に
優

れ
て
い
た
か
を
見
抜
く
こ
と
が
出
来
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、

三
世
道
竿
は
そ
の
大
き
な
期
待
に
見
事
に
応
え
た
た
め
、
綱
村
公
に

続
き
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
公
（
延
宝
八
年
～
宝
暦
元
年
―
一
六
八
〇

～
一
七
五
二
）
の
茶
道
指
南
役
と
言
う
大
役
も
果
た
し
た
。
更
に
、

当
流
の
芸
術
性
を
一
層
高
め
て
新
た
な
流
派
を
築
く
と
と
も
に
、
藩

内
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
各
藩
に
も
当
流
を
広
め
た
。
三
世
道
竿
は
、

こ
れ
ら
の
業
績
か
ら
藩
内
外
の
高
い
評
価
を
勝
ち
取
っ
て
、
当
流
の

流
祖
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
仙
台
藩
茶
道
茶
道
頭
清
水
家
を
継
ぐ
者

と
し
て
自
ら
は
、
そ
の
三
世
と
称
し
て
い
た
（
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
、

茶
人
の
中
で
実
力
が
以
前
か
ら
目
に
留
ま
っ
て
い
た
馬
場
道
斎
（
後

の
三
世
道
竿
）
を
大
抜
擢
し
た
（
図
）
。
綱
村
公
自
身
も
「
数
奇
大
名
」

と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
、
自
ら
の
著
書
で
あ
る
『
数
奇
秘
密
相

伝
』
、
『
茶
説
』
や
『
茶
人
説
』
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
『
肯
山
公
治

家
記
録
』
、
『
伊
達
綱
村
茶
会
記
』
、
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇 写真 5　仙台藩四代藩主伊達綱村公像（仙台市博物館蔵）

図　仙台藩茶道系図（茶道頭・宗家）

（

一

世

）

（

当

代

）
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『
茶
道
辞
典
』
）
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
些
か
も
変
る
こ
と
無
く
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
当
流
の
原
点
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
茶
湯
書
で
あ
る
三

世
道
竿
著
『
道
竿
拾
躰
』
が
、
東
北
大
学
中
央
図
書
館
の
狩
野
文
庫

（
付
記
１
）
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
三
世
道
竿
の
著
書
は
、
茶
聖
・

千
利
休
（
大
永
二
年
～
天
正
一
九
年
―
一
五
二
二
～
一
五
九
一
）

の
高
弟
山や

ま
の
う
え
の
そ
う
じ

上
宗
二
（
天
文
一
三
年
～
天
正
一
八
年
―
一
五
四
四
～

一
五
九
〇
）
の
茶
湯
伝
書
『
山
上
宗
二
記
』
の
「
茶
湯
者
又
拾
躰
」

の
箇
所
の
写
し
に
、
三
世
道
竿
の
考
え
を
「
私
註
」
（
付
記
２
）
と

し
て
詳
細
に
書
き
加
え
て
、
「
茶
人
の
心
構
え
」
を
説
い
た
も
の
で

あ
る
。
最
近
、
著
者
ら
は
こ
の
『
道
竿
拾
躰
』
の
解
読
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
読
者
の
理
解
の
便
を
考
慮
し
て
傍
注
を
付
け
、
そ
れ
ら

の
注
釈
を
文
末
に
ま
と
め
て
記
し
て
、
前
に
述
べ
た
学
術
誌
に
発
表

し
た
。
今
回
は
、
紙
面
の
都
合
の
た
め
そ
れ
を
投
稿
す
る
際
に
、
本

文
と
併
せ
て
投
稿
し
た
そ
の
要
旨
の
み
を
上
に
示
し
た
が
、
こ
の
本

文
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
の
学
会
誌
を
参
照
し
て
戴
き
た
い
。

　

こ
こ
で
、
先
に
触
れ
た
『
山
上
宗
二
記
』
の
歴
史
学
的
意
義
に
つ

い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
筆
者
の
宗
二
は
、
永
禄
三
年

（
一
五
六
〇
）
に
一
七
歳
か
ら
利
休
の
も
と
で
茶
を
学
び
、
若
く
し

て
一ひ

と

角か
ど

の
茶
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
降
、
豊
臣
秀
吉

（
天
文
六
年
～
慶
長
三
年
―
一
五
三
七
～
一
五
九
八
）
に
惨
殺
さ
れ

る
ま
で
の
宗
二
の
茶
道
に
お
け
る
活
動
を
表
に
ま
と
め
た
。
こ
の
表

か
ら
も
明
ら
か
な
様
に
、
二
〇
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
利
休
の
も
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と
で
茶
道
を
学
び
、
そ
の
極
意
を
伝
授
さ
れ
た
宗
二
は
、
利
休
が
「
わ

び
茶
」
を
大
成
し
て
い
く
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
熟
知
出
来
る

立
場
に
居
た
。
そ
の
た
め
、
『
山
上
宗
二
記
』
に
は
、
天
正
年
間
で

完
成
を
見
た
「
わ
び
茶
」
の
成
立
期
の
子
細
が
正
確
に
記
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、こ
の
宗
二
の
茶
道
伝
書
は
「
わ
び
茶
」

の
成
立
期
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
研
究
者
か
ら
は
、
信
頼
性
の

高
い
貴
重
な
歴
史
的
文
献
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
流
で
は
、
仙
台
藩
茶
道
の
歴
代
の
茶
道
頭
・
宗
家

を
継
承
す
る
際
に
は
、
そ
の
都
度
そ
の
印
（ 

〝
三
種
の
神
器
〟 

）
と

し
て
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
及
び
『
動
閑
茶
湯
書
』
、

『
渋
紙
庵
之
記
』
に
加
え
、
『
片
桐
石
見
守
貞
昌
宗
関
居
士
像
』
の
三

つ
の
文
献
（
資
料
）
が
手
渡
さ
れ
て
き
た
。
特
に
当
流
の
流
儀
は
二

世
動
閑
の
こ
の
著
書
（
写
真
６
）
を
基
礎
に
し
て
発
展
し
て
き
た
の

で
、
当
流
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
文
献
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
当

流
は
三
世
道
竿
に
よ
り
、
創
意
工
夫
さ
れ
て
完
成
を
見
た
も
の
で
、

三
世
道
竿
の
「
茶
人
の
心
構
え
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
『
道
竿
拾
躰
』

は
、
前
に
述
べ
た
二
世
動
閑
の
著
書
と
並
び
当
流
の
重
要
な
文
献
の

双
璧
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
『
道
竿
拾
躰
』
と
『
山
上
宗
二
記
』
の
内
容
を

詳
細
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
世
道
竿
が
当
流
を
確
立
し
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て
い
く
過
程
に
「
わ
び
茶
」
を
大
成
し
た
利
休
及
び
そ
れ
を
知
る
立

場
に
居
た
宗
二
の
考
え
が
ど
の
様
に
影
響
を
与
え
た
か
を
解
明
す
る

た
め
の
大
き
な
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
と
、
筆
者
は
期
待
し
て
止や

ま

な
い
。

付　
　

記

　

 1.　

�

狩
野
文
庫
―
東
北
帝
国
大
学
（
現
東
北
大
学
）
に
文
科
系
学

部
が
設
置
さ
れ
る
際
に
、
元
旧
制
第
一
高
等
学
校
長
、
京
都
帝

国
大
学
文
科
大
学
長
の
狩
野
亨
吉
（
慶
応
元
年
〜
昭
和
一
七
年

―
一
八
六
五
～
一
九
四
二
）
が
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
か

ら
そ
の
死
後
ま
で
、
数
度
に
わ
た
っ
て
購
入
ま
た
は
寄
付
し
た

十
万
点
以
上
に
の
ぼ
る
膨
大
な
和
書
群
を
言
う
。

　

 2.　

私
註
―
私
注
。
自
ら
ほ
ど
こ
し
た
註
釈
を
謙
遜
し
て
言
う
語
。

謝　
　

辞

　

『
道
竿
拾
躰
』
の
解
読
研
究
を
『
茶
の
湯
文
化
学
』
に
投
稿
す
る

際
に
、
御
校
閲
下
さ
っ
た
細
井
計
岩
手
大
学
名
誉
教
授
に
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
伊
達
綱
村
公
像
の
掲
載
を
許
可
下
さ
い

ま
し
た
仙
台
市
博
物
館
に
深
謝
致
し
ま
す
。

写真 6　二世清水動閑著『清水動閑註解石州流三百箇條』三巻及び『道閑茶湯書』十八冊
	 （十一世大泉道鑑蔵）



― 37 ―

参
考
文
献

『
片
桐
石
見
守
宗
関
居
士
像
』　

老
中
松
平
康
福
（
妙
関
子
）
自
画
賛

	
十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
関
』
（
二
十
号
）
全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会　

平
成
二
十
二
年

『
関
』
（
二
十
七
号
）
全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会　

平
成
二
十
九
年

『
肯
山
公
治
家
記
録
』　

仙
台
市
博
物
館
蔵

『
茶
道
辞
典
』　

桑
田
忠
親　

東
京
堂　

昭
和
四
十
三
年

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』　

井
口
海
仙　

末
宗
広　

永
島
福
太
郎
（
監
修
）

	

淡
交
社　

昭
和
五
〇
年

『
清
水
動
閑
註
解
石
川
流
三
百
箇
條
』　

清
水
動
閑　

	

十
一
世　

大
泉
道
鑑
蔵

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』

	

十
世　

大
泉
淑
子
（
道
鑑
） 

丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー　

	

昭
和
五
十
五
年

『
数
寄
秘
密
相
伝
』　

伊
達
綱
村　

仙
台
市
博
物
館
蔵

『
伊
達
綱
村
茶
会
記
』　

酒
井
巌　

中
央
公
論
事
業
出
版　

	

昭
和
四
十
三
年

『
茶
人
説
』
『
茶
説
』
（
如
幻
三
昧
集
雑
著
） 

伊
達
綱
村　

	

仙
台
市
博
物
館
蔵

『
茶
の
湯
文
化
学
』
（
二
十
八
号
）
「
道
竿
拾
躰
」
十
世
大
泉
道
鑑　

	

十
一
世
大
泉
道
鑑　

平
成
二
九
年

『
動
閑
茶
湯
書
』　

清
水
動
閑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵　

『
山
上
宗
二
記
研
究
』　

茶
の
湯
懇
話
会　

財
団
法
人
三
徳
庵

	

平
成
六
年

『
山
上
宗
二
記
付
茶
話
指
月
集
』　

熊
倉
功
夫　

岩
波
文
庫

	

平
成
十
八
年

『
山
上
宗
二
記
入
門 

茶
の
湯
秘
伝
書
と
茶
人
・
宗
二
』
神
津
朝
夫　

	

角
川
学
芸
出
版　

平
成
十
九
年　

『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』　

谷
端
昭
夫　

淡
交
社　

	

平
成
十
九
年


